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【目的】
【方法】
【結果】
· 抄録作成の注意事項
· 冒頭の190XXにつきましては、記載不要です。

· タイトル，研究者・共同研究者名，所属の記載は，上記の体裁（フォント等）を守って作成してください．

· 抄録本文は，【目的】，【方法】，【結果】を必須項目として，わかり易く作成してください．
· 抄録において参考文献および図表は任意です．付記する場合は作成例に従って，本文を含め1ページ以内となるように体裁を整えてください．抄録は予稿集にそのまま掲載されます．
· 審査に不利益となるような誤字等の基本的なミスが無いように十分に確認してから提出してください．
［1］Kijewski MF, Judy PF. The noise power spectrum of CT images. Phys Med Biol 1987; 32(5): 565-575.

［2］市川勝弘, 他. CT 画像におけるノイズパワースペクトル算出方法の比較評価. 医用画像情報会誌 2008; 25(2): 29-34.

［3］市川勝弘, 村松禎久. 標準 X 線 CT 画像計測. 東京: オーム社, 2010.
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  Fig.  1 :   Comparis on of   NPS   for high  (400 mAs)   and  low dose s   (100 mAs) .  
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1200 30.05 32.48

1000 28.12 31.98

900 27.82 37.15

800 22.19 25.63

700 18.75 20.95

900 77.16 88.46
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